
 
 
 
 
 
 
  
   
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.プレゼンテーション 
プラスチックの全量焼却、プラスチックの 

全リサイクル、２０１２年度からの豊中市の

ごみ分別方法について発表しました！！ 

～プラスチックごみに関する勉強会を開きました～ 

～神原議員のもとで多くの出会いがありました～ 

神 原 イ ン タ ー ン 7 期 生 
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 ごみの分別は私たちにとって身近ですが、

身近すぎてわかっていないことがたくさん

あります。 

 ２０１２年から豊中市のプラスチックの 

分別方法が変わります。これを機に、プラス

チックごみの分別は必要か、必要なら手間・

コスト・環境のことを考え、どの程度の分別

が必要か考えてみて下さい！！ 

2.ディベート 
参加者の方々と、4つのグループに分かれて、

一番良い分別方法を議論しました！！ 

3.グループ発表 
議論の結果、そこで出た一番良い分別方法を

発表してもらいました！！ 

 
A 班…簡単なリサイクルの段階を経た後、  

     プラスチック全リサイクル。 
B 班…手間、コストを考えて全部燃やす。 

     だが、ごみ減量は必須。 
C 班…全部燃やす。プラスチックごみを 

     燃料として有効活用。 

D 班…ごみの制度改革、意識改革を行い、  

     プラスチック全リサイクル。 

議論の結果 



     

 
 他の議員インターン生と合同で豊中市副市長・政策企画 

部長に政策提案をさせて頂きました。 
 

① 『定年後の地域デビューのきっかけ作り』について 

１.若い時から地域行事に参加する環境作り 

(1)親子で参加する知力・体力・器用さ・運などを競い   

  合う大会(仮称：豊中チャレンジランキング）の開催  

(2)地域の人々とつながりができる 

(3)地域に愛着がわき、地域参加する機会が増える 

(4)定年を迎えても地域参加しやすくなる 

２.定年を迎えた方へは地域での活躍の場を提供する 

(1)これまで培ってきた経験・ノウハウを活かしてもらう  

  例,小学校の授業の手伝い、体験談を話すなど 
 

② 『行政評価制度の導入と市民参画』について 

１.市民が豊中市政、市役所内業務を評価 

２.裁判員制度のようにランダムに市民を選出 

３.1回 30 人の調査員で年 4回実施（日当 10000 円） 

４.評価結果は公開し、行政には改善を求める 

５.改善されなければ、ペナルティーを科す 

６.市民が行政評価することで市政への関心度が上がる 

７.選挙の投票率もアップ 

 
 メディアでほとんど取り上げられない 

市議会議員はどんな活動をしているのだろ

うと思い、議員インターンシップに参加しま

した。参加してみて、議員の活動量の多さに

驚きました。朝早くから駅で通信を配り、 

議会前は夜遅くまで資料を作り、この姿を 

見て自分も頑張ろうという気になりました。

また、インターンシップを通して自分を  

見つめ直す良い機会となり、新たな目標を 

見つけることができました。終盤には、やる

ことがたくさん残っているのに学校が始ま

り、時間に追われてしまいました。本当に 

苦しかったです。しかし、乗り越えることで、

他の何にも変えることのできない、とてもと

ても充実した大学１回生の夏休みを過ごす 

ことができました。 

 

見市将太 

関西学院大学法学部 1 回生 

 
 インターンに参加したからこそ変わったと

思える一番のことは、議員に抱いていた   

イメージです。以前はあまり良いイメージを

持っていませんでしたが、インターンに参加

したことで、議員が本当に市民のことを考え、   

寝る間を惜しんででも視察に行ったり、資料

集めをしたりという本来の仕事内容を知る 

ことができてとても勉強になりました。また、

あまり時間がない中、自分達で企画・運営し

た勉強会はとても大変でしたが、色んな人の

意見を聞ける良い場となり、充実したものと

なりました。私はこのインターン活動を  

通して、自分で考え、行動することの大変さ

と大切さを学び、これから様々な活動を  

するにあたっての大きな糧となりました。 

江口茜 

立命館大学法学部 1 回生 

今回の議員インターン 

シップを今後の学生生活

につなげていきたいです。 

～コラボレーション企画～ 

 
 プレゼンテーションや人前で話すことが 

できるようになりたくてこのインターン  

シップに参加しました。自分たちで開いた 

勉強会、インターン同士の活動報告会と  

いった活動の中で事前準備をすれば人前で 

話すことがそれほど難しいことではないと 

いうことがわかり、二か月前に比べて確実に

人前で話せるようになりました。これから 

プレゼンテーションする機会はたくさん  

あると思うので、話す力がついたことは自分

自身の成長につながったと思います。神原 

議員との二か月間は非日常の連続で、本当に

内容の濃い二か月間でした。このインターン

に参加していなかったら経験できないような

ことをたくさんさせてもらうことができ、 

とても暑い熱い夏休みになったと思います。 

髙見慶次 

同志社大学政策学部 2 回生 


